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空
か
ら
見
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

―
年
史
編
纂
室
所
蔵
の
航
空
写
真
か
ら

橋　

寺　

知　

子

は
じ
め
に

　

年
史
編
纂
室
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

周
年
記
念
の
書
籍
や
、
関
大
通
信
、
毎
年
発
行
さ
れ
る
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
刊
行
物
の
た
め
に
撮
影
さ
れ

た
も
の
、
学
生
た
ち
の
生
活
が
よ
く
わ
か
る
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
学
園
の
様
子
や
雰
囲
気
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
特
に
航
空
写
真
に
注
目
す
る
。
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
全

体
の
様
子
を
捉
え
る
に
は
、
セ
ス
ナ
機
か
ら
の
一
枚
が
有
効
で
、

入
学
時
に
配
付
さ
れ
る
大
学
要
覧
や
記
念
誌
の
巻
頭
に
は
欠
か
せ

な
い
。
ま
た
航
空
写
真
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の

状
況
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
る
際
に
は
、
多

く
の
場
合
、
写
真
は
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
、
周
辺
の
部
分
は
切
り
捨

て
ら
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
年
史
編
纂
室
に
残
る
元
の

画
像
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
と
し
て
比
較
的
広
い
範
囲
が
写

っ
て
い
る
。
関
西
大
学
が
千
里
山
へ
移
っ
て
き
た
大
正
時
代
、
大

学
の
周
辺
に
は
竹
林
や
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
大
学
の
発
展
・

拡
張
と
並
行
し
て
、
千
里
山
も
住
宅
地
と
し
て
開
発
が
進
ん
だ
こ

と
が
よ
く
分
か
る
。

　

年
史
編
纂
室
所
蔵
の
航
空
写
真
で
、
戦
前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

は
少
な
い
が
、
数
枚
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
創
立
七
十
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
校
舎
の
建
替
え
が
進
め
ら
れ
て
い
た
昭

和
二
十
年
代
後
半
以
降
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
影
さ
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れ
、
特
に
昭
和
三
十
年
代
以
降
、
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
な
く
、
周

辺
も
劇
的
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。
今
回
は
昭
和
初
期

か
ら
名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
た
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年

頃
ま
で
の
八
枚
を
取
り
上
げ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
物
等
の
状
況

と
大
学
周
辺
の
敷
地
状
況
が
い
か
に
変
化
し
て
い
る
か
に
注
目
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
空
写
真
の
解
説
を
試
み
る
。

戦
前
期
の
千
里
山
学
舎

　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
関
西
大
学
は
千
里
山
へ
学
舎
を

建
設
し
、
大
阪
市
内
の
福
島
か
ら
予
科
と
本
科
が
移
転
し
た
。
北

大
阪
電
鉄
や
事
業
を
継
続
し
た
新
京
阪
電
鉄
の
援
助
を
受
け
、
東

洋
一
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に

は
住
友
合
資
会
社
の
旧
社
屋
を
移
築
し
て
大
学
本
館
と
し
た
。
昭

和
三
年
に
は
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で

図
書
館
が
建
設
さ
れ
た
。
図
1
は
、
昭
和
初
期
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

様
子
を
写
し
た
一
枚
で
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
卒
業
ア
ル

バ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

写
真
下
方
の
交
差
点
が
現
在
の
正
門
前
だ
が
、
当
時
の
正
門
は

そ
こ
か
ら
北
へ
上
っ
た
所
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

図 1

図書館
大学本館

予科校舎

正門

グラウンド

現正門

クラブ
 ハウス

図書館
大学本館

予科校舎

正門

グラウンド

現正門

クラブ
 ハウス
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西
側
に
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
一
九
二
六
年
竣
工
）、
予
科
校
舎
、
大

学
本
館
が
あ
り
、
そ
の
隣
に
は
図
書
館
が
見
え
る
。
北
側
（
左
上
）

に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
馬
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
は
田
畑
や
自
然
の
ま
ま
の
丘
陵
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の

緑
の
中
に
、
の
ち
に
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
買
収
さ
れ

「
西
研
究
室
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
洋
風
住
宅
が
す
で
に
見
え

て
い
る
。

　

図
2
は
、「
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
撮
影
」
と
の
メ
モ
が
付

さ
れ
て
い
た
一
枚
で
あ
る
。
西
方
か
ら
現
・
第
一
学
舎
方
向
を
撮

影
し
て
い
る
。
画
像
は
あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
が
、
大
学
本
館
北

側
に
、
昭
和
の
御
大
礼
の
響
宴
場
の
一
部
を
下
賜
さ
れ
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
に
建
設
さ
れ
た
威
徳
館
（
武
道
場
兼
講
堂
）
が
見
え

る
。
大
学
本
館
の
手
前
に
あ
る
は
ず
の
予
科
校
舎
は
昭
和
九
（
一

九
三
四
）
年
十
二
月
に
焼
失
し
、
空
地
に
な
っ
て
い
る
。
写
真
右

端
下
部
に
半
分
だ
け
写
っ
て
い
る
建
物
が
、
昭
和
十
年
春
に
予
科

仮
校
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
尚
志
館
で
あ
る
。

　

図
1
で
は
自
然
の
ま
ま
で
あ
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
西
側
は
、
所
々

に
木
々
を
残
し
な
が
ら
、
地
面
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

図 2

本学本館

予科校舎
　　跡地

威徳館

尚志館

本学本館

予科校舎
　　跡地

威徳館

尚志館
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法
文
学
舎
の
新
築
（
昭
和
二
十
年
代
後
半
）

　

図
3
は
「
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
大
学
祭
の
折
り
」
と

い
う
メ
モ
が
付
さ
れ
た
一
枚
で
あ
る
。
南
か
ら
法
文
学
舎
（
現
・

第
一
学
舎
）
方
向
を
撮
影
し
て
い
る
。
写
真
下
部
左
寄
り
の
白
い

建
物
は
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
建
設
さ
れ
た
新
予
科
校

舎
で
、
当
時
最
先
端
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
風
の
建
築
で
あ
っ
た
。
こ
の

写
真
が
撮
影
さ
れ
た
頃
に
は
、
商
学
部
・
経
済
学
部
の
学
舎
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
消
失
し
た
予
科
校
舎
の
跡
地
に
は
、
大
学

院
充
実
の
た
め
、
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
に
大
学
院
学
舎
、

さ
ら
に
二
十
七
年
に
は
大
学
ホ
ー
ル
、
研
究
室
、
そ
し
て
扇
形
の

階
段
教
室
が
、
村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
り
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
に
は
、
戦
前
と
変
わ
ら
ず
、
大
学
本
館
と

威
徳
館
の
大
き
な
屋
根
が
見
え
て
い
る
が
、
威
徳
館
両
側
に
矩
形

の
校
舎
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の
創

立
七
十
周
年
に
向
け
、
施
設
の
充
実
の
た
め
、
法
文
学
舎
の
改
築

が
二
十
六
年
夏
か
ら
始
ま
り
、
二
十
七
年
四
月
に
は
一
期
工
事
が

竣
工
し
た
。
こ
の
後
、
威
徳
館
は
解
体
さ
れ
る
。

　

大
学
正
門
が
こ
の
写
真
の
左
下
端
部
付
近
、
現
在
の
位
置
に
な

図 3

西研究室
大学院学舎

威徳館

図書館

軟式
テニスコート

経商学舎

正門

西研究室
大学院学舎

威徳館

図書館

軟式
テニスコート

経商学舎

正門
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っ
た
の
は
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
二
月
で
、
こ
の
写
真
で

は
法
文
坂
が
新
正
門
に
つ
な
が
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
の
が
見
て
取

れ
る
。

　

図
4
は
、
あ
ま
り
鮮
明
な
写
真
で
は
な
い
が
、
昭
和
三
十
（
一

九
五
五
）
年
秋
、
法
文
学
舎
の
改
築
が
完
成
し
た
頃
の
写
真
と
思

わ
れ
る
。
大
学
本
館
は
解
体
さ
れ
、
村
野
藤
吾
設
計
の
第
一
学
舎

の
南
側
正
面
校
舎
（
一
号
館
）
が
完
成
し
て
い
る
。
校
舎
の
新
築

工
事
と
合
わ
せ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
の
階
段
状
の
観
客
席
の

整
備
も
な
さ
れ
た
。
こ
の
写
真
で
は
ま
だ
工
事
中
の
よ
う
に
見
え

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
た
階
段
状
の
観
客
席
は
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
だ
け
で
な
く
、
南
向
き
で
日
当
り
も
よ
く
、
授
業
の
合
間
の

憩
い
の
場
所
に
も
な
っ
て
い
た
。
法
文
坂
は
、
観
客
席
の
整
備
と

と
も
に
拡
幅
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
建
設
の
図

書
館
の
西
端
に
円
形
の
新
し
い
図
書
館
（
現
・
簡
文
館
）
が
新
築

さ
れ
、
第
一
学
舎
の
右
側
に
写
っ
て
い
る
。
こ
の
位
置
は
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
最
も
高
い
位
置
に
あ
た
り
、
こ
こ
か
ら
南
方
向

を
望
む
と
、
淀
川
や
大
阪
の
中
心
部
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

写
真
左
上
隅
、
住
宅
地
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
大
き
い
白
っ
ぽ
い

和
風
の
屋
根
が
見
え
て
い
る
。
威
徳
館
の
部
材
を
使
い
新
築
さ
れ

図 4

第一学舎

グラウンド

第二学舎

一高
 校舎

花壇町
駅 

千里寺
第一学舎

グラウンド

第二学舎

一高
 校舎

花壇町
駅 

千里寺
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た
千
里
寺
本
堂
で
あ
る
。

　

図
5
は
、「
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
三
月
か
ら
十
月
の
間

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
メ
モ
が
付
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
。

木
々
の
様
相
か
ら
は
、
冬
か
ら
早
春
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
第
一
学
舎
付
近
と
正
門
の
整
備
が
完
成
し
て
い
る
様
子
が

わ
か
る
。
第
一
学
舎
東
側
に
は
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

に
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
て
い
る
。
ま
た
写
真
右
端
に
、
第

二
学
舎
二
号
館
の
形
が
見
え
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
全
体
に
足
場

が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
建
設
途
中
の
よ
う
で
あ
る
。

　

関
大
前
通
り
は
、
住
宅
等
の
建
ち
並
び
が
こ
の
頃
に
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
ま
だ
空
地
や
田
畑
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
。
通
り
の

北
側
の
住
宅
地
に
は
、
全
体
に
瓦
葺
き
の
和
風
住
宅
が
多
い
が
、

第
一
学
舎
西
側
の
西
研
究
室
や
、
写
真
下
端
中
央
部
に
、
急
勾
配

の
明
る
い
色
合
い
の
屋
根
が
つ
い
た
洋
風
住
宅
が
見
え
る
。
現
・

阪
急
千
里
線
の
千
里
山
駅
西
側
に
広
が
る
千
里
山
住
宅
地
は
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
立
と
同
時
期
か
ら
郊
外
住
宅
地
と
し
て
開

発
が
行
わ
れ
た
。
線
路
の
東
側
で
も
、
戦
前
か
ら
住
宅
地
と
し
て

の
造
成
が
徐
々
に
始
ま
り
、
関
大
前
通
り
の
北
側
に
お
い
て
も
、

新
し
い
時
代
に
応
じ
た
「
改
良
住
宅
」
の
懸
賞
コ
ン
ペ
も
企
画
さ

図 5

第一学舎
第二グラウンド

図書館

正門西研究室

第二学舎
　二号館

第一学舎
第二グラウンド

図書館

正門西研究室

第二学舎
　二号館
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れ
た
。
点
在
す
る
洋
館
や
折
衷
住
宅
は
、
そ
の
頃
に
建
設
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
6
も
、
図
5
と
同
時
期
の
航
空
写
真
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス

南
方
か
ら
北
西
方
向
を
撮
影
し
て
い
る
。
手
前
に
見
え
る
の
が
建

設
中
の
第
二
学
舎
二
号
館
で
あ
る
。

　

こ
の
写
真
で
目
を
引
く
の
は
、
写
真
上
方
右
側
の
千
里
山
団
地

だ
ろ
う
。
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
完
成
し
た
日
本
住
宅

公
団
に
よ
る
当
時
最
先
端
の
住
宅
団
地
で
あ
る
。
矩
形
の
五
階
建

て
の
住
棟
が
輝
い
て
い
る
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
じ
く
起
伏

の
あ
る
敷
地
で
、
地
形
に
合
わ
せ
、
変
化
の
あ
る
配
置
に
な
っ
て

い
た
。
千
里
山
団
地
の
西
側
は
、
前
述
の
千
里
山
住
宅
地
で
あ
る
。

東
向
き
の
日
当
り
の
よ
い
丘
陵
地
に
家
々
が
整
然
と
建
ち
並
ん
で

い
る
。
千
里
山
駅
西
側
の
高
台
に
は
千
里
寺
が
見
え
て
い
る
。
千

里
山
住
宅
地
と
関
西
大
学
は
、
少
し
距
離
が
あ
る
こ
と
と
、
線
路

を
挟
ん
で
西
と
東
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
直
接
的
な
関
係
は
な

い
も
の
の
、
と
も
に
月
日
を
経
て
、
時
代
に
応
じ
て
成
熟
し
て
き

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

図 6

千里山住宅地 千里山団地

千里寺

第一学舎

第二学舎二号館

千里山住宅地 千里山団地

千里寺

第一学舎

第二学舎二号館

正門正門
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名
神
高
速
道
路
の
建
設
前
後

　

図
7
は
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
撮
影
と
い
う
メ
モ
の

あ
る
写
真
で
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
第
二
学
舎
二
号
館
が
竣

工
し
、
写
真
下
方
に
は
、
第
一
高
等
学
校
の
校
舎
群
が
建
ち
並
ぶ
。

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
南
西
側
に
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
、
千

里
山
花
壇
と
し
て
開
園
し
た
千
里
山
遊
園
が
あ
っ
た
。
そ
の
跡
地

は
大
学
の
施
設
の
充
実
の
た
め
に
は
必
須
の
用
地
で
あ
っ
た
の
で
、

取
得
に
努
力
し
、
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
売
買
契
約
を

結
び
、
以
後
、
大
学
外
苑
と
呼
ば
れ
た
。
第
一
高
等
学
校
は
天
六

学
舎
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
、
千

里
山
に
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に

は
一
中
の
扇
形
校
舎
が
完
成
し
た
。
外
苑
の
整
備
は
徐
々
に
進
め

ら
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
写
真
で
は
ま
だ
千
里
山
遊
園
の
名
残
が
か

な
り
認
め
ら
れ
る
。
千
里
山
遊
園
に
は
飛
行
塔
が
あ
っ
た
が
、
第

二
学
舎
の
左
側
の
小
高
い
丘
の
上
（
現
在
の
第
三
学
舎
の
位
置
）

に
、
そ
の
名
残
と
思
え
る
工
作
物
の
跡
が
あ
る
。
そ
の
丘
か
ら
南

へ
下
る
と
、
半
円
形
の
観
客
席
と
野
外
音
楽
堂
が
見
え
て
い
る
。

そ
の
左
側
に
矩
形
の
教
育
会
館
（
一
九
五
六
年
竣
工
）
が
見
え
て

図 7

第一学舎

第二学舎

一中校舎

一高校舎

千里線

教育会館

野外音楽堂

第一学舎

第二学舎

一中校舎

一高校舎

千里線

教育会館

野外音楽堂
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い
る
。
関
大
幼
稚
園
は
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
四
月
に
開

園
し
て
い
る
が
、
同
年
七
月
に
元
映
画
館
だ
っ
た
建
物
を
大
改
修

し
て
園
舎
と
す
る
ま
で
、
こ
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
外
苑
跡
で
の
び

の
び
遊
ん
で
い
た
と
言
う
。

　

図
8
は
、
五
年
後
の
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
の
航
空
写

真
で
あ
る
。
か
な
り
広
域
を
捉
え
た
写
真
だ
が
、
昭
和
三
十
八
年
、

栗
東

－

尼
崎
間
が
開
通
し
た
名
神
高
速
道
路
が
、
Ｓ
の
字
型
を
描

い
て
関
西
大
学
の
敷
地
中
央
を
通
過
し
て
い
る
様
子
が
は
っ
き
り

見
え
る
。

　

図
7
の
撮
影
か
ら
五
年
の
間
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
多
く
の
建

物
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
外
苑
の
野
外
音
楽
堂
跡
に
は
プ
ー
ル
、

第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
東
側
に
は
体
育
館
や
誠
之
館
、
特
別
講
堂
（
一

九
六
二
年
竣
工
）、
第
四
学
舎
一
号
館
（
一
九
六
〇
年
竣
工
）
と
二

号
館
の
一
部
、
専
門
図
書
館
（
一
九
六
四
年
竣
工
）
な
ど
が
一
気

に
建
設
さ
れ
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
か
な
り
近
く
な
っ
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。
外
苑
の
中
央
に
関
西
大
学
会
館
が
建
設
さ
れ
る

の
は
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
で
、
創
立
八
十
周
年
事
業
の
一

環
で
あ
っ
た
。
こ
の
写
真
で
は
ま
だ
な
く
、
そ
の
場
所
に
は
緑
が

広
が
っ
て
い
る
。

千里山住宅地

千里山団地

名神高速道路

千里線

一中
－高

正門

第二学舎
第四学舎

第一学舎

体育館

千里山住宅地

千里山団地

名神高速道路

千里線

一中
－高

正門

第二学舎
第四学舎

第一学舎

体育館

図 8
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大
学
周
囲
の
状
況
も
激
変
し
て
い
る
。
図
7
で
は
、
周
囲
は
ま

だ
ま
だ
緑
や
田
畑
の
方
が
多
い
印
象
だ
が
、
図
8
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
東
側
に
は
緑
が
残
る
も
の
の
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
住
宅
地
と
一

体
化
し
、
の
ど
か
な
風
景
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
年
で
、
戦

後
、
最
も
劇
的
に
日
本
の
風
景
が
変
化
し
た
時
期
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
の
日
本
の
風
景
が
大
き
く
変

わ
っ
た
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
ま
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
周

辺
環
境
の
変
化
を
、
年
史
編
纂
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
八
枚
の
航

空
写
真
か
ら
振
り
返
っ
た
。
た
っ
た
八
枚
で
は
断
片
的
な
記
述
と

な
り
、
学
園
の
歩
み
の
す
べ
て
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
キ

ャ
ン
パ
ス
の
全
体
像
を
捉
え
る
に
は
航
空
写
真
は
有
効
な
資
料
と

言
え
る
。
ま
た
周
辺
の
状
況
が
克
明
に
分
か
り
、
時
代
背
景
と
関

西
大
学
の
歩
み
を
考
え
る
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
。
昭
和
三
十
年
代
の
五
年
間
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
周
辺
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本

の
状
況
を
、
体
感
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

 

（
は
し
て
ら　

と
も
こ
・
関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
准
教
授
）


